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判して、パウロにその処方箋を求めた。すなわち、パウロの思想に現代の資本
主義とグローバリズムの超克の道を見て、パウロのコリント書を、人類史を分
節する第一級の思想書と論じてやまないのである。一方、フランス・ポストモ
ダン哲学の旗手で、「真理の政治学」のアラン・バディウの『聖パウロ　　――
普遍主義の基礎』58も邦訳されたが、バディウはパウロが帝国主義に替わる「人
類の普遍意識」を確立したと称賛する。パウロはイエスの十字架と復活に「古
き世」の終焉と「新しい世」の幕開けを予感し、正義と平和、諸民族の統合を
掲げるカエサルの治世を「古き時代」とパロディ化して、それに対置する仕方
でキリストを「新しき時代」の主とした。ジジェクは、パウロの政治的意味は
20世紀になってやっと明らかになったと述べている。またつい最近、ユダヤ教
メシアニズムはローマ帝国に拮抗するとの趣旨の、ヤーコプ・タウベスの『パ
ウロの政治神学』59も翻訳され、日本の政治学者間でパウロが論じられる可能性
が開けた。「聖書と帝国」論者のライトは「パウロの福音とカエサルの帝国」の
論文の中で、政治的意味の濃いパウロ書簡は大学の神学部以上に政治学部で論
じられてしかるべきだと述べる60。日本の神学者はこれまでパウロの解釈枠を「律
法と福音」の教理に取り、聖書学者も「律法遵守に重きを置いた論敵」や「ユ
ダヤ主義的傾向をもった敵対者」との対比のなかで宗教的に論じてきた。言い
かえれば両者ともに、欧米の正統的な神学と聖書学に倣って、終末を強烈に意
識していたパウロに、めぼしい社会倫理も社会哲学もないとの見方をとってきた。
「帝国論」におけるイエスとパウロ 115
だが、はたしてそうだろうか。少なくとも日本の神学は、ポストコロニアル神
学が論じるように、社会政治次元を含めた全解放的な解釈を、日本の地から掲
げるときに到っているのではないか。信仰義認を核とした欧米の個人救済観を
超えて、全体的（holistic）な視点から、足元の直近の政治課題からもイエスと
パウロに光を当てるべきではないのか。天皇制下の日本キリスト教の帝国経験
を神学的、聖書学的にも総括し、天皇祭儀に対抗した解放共同体として日本の
教会論を再構築するという課題の前に立っているのではないか。いずれにせよ、
「聖書と帝国」の議論は、日本のイエス/パウロ解釈にも一石を投じていて前向
きに評価したい。少なくとも、現在進行中の政治哲学者によるパウロ理解に対
話の姿勢を示すことが、日本の聖書学者、日本の神学者にも求められるミニマ
ムの「仁義」ではなかろうか。
（本稿は、2010年度第39回日本基督教学会シンポジウム「イエスからパウロ?」
における発題内容に加筆、脚注を添えたものである。）

